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1. 緒言 

エナミドは有機合成化学において基本的な官能基である 1。天然物の部分構造として

も見られ、近年では立体選択的な炭素―炭素結合や炭素―窒素結合形成を行う新しいタ

イプの求核剤として利用する例も報告されている 2。特に、エナミドのビニル位にハロ

ゲンを有する「ハロエナミド」は、複雑な分子を作る際に大変役に立つ出発原料や反応

中間体になり得ると期待される。しかしながら、ハロエナミドの効率合成は未だ困難な

課題として残されている 3。 

 

2. 実験と結果 

今回我々はこの問題に取り組み、α－ハロエナミド構造をエキソメチレン (Scheme 

1) 、共役-ジエン (Scheme 2) に持つ化合物の効率合成に成功した 4。この合成は、ハロ

トリメチルシランの塩化メチレン溶液 (1 M) と水から系中で発生させたハロゲン化水

素 (in situ HX) を用いて達成された 5。 

 

Scheme 1. Synthesis of 1-haloethenamides. 

Scheme 2. Synthesis of (1E, 3E)-1,4-dihalobuta-1,3-diene-1,4-diamide derivatives. 
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